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IPネットワークインフラを支えるEMC技術

通信装置の接地の目的

現在センタビルに設置されている通

信装置は，交流もしくは直流の電力が

供給されて動作しています．これら装

置には，正常動作のための基準電位を

付与する目的や，危険電圧から人体や

通信機器を保護する目的のために複数

の接地が設けられています．通信装置

の接地の種類とその目的を表に示しま

す（1）．これらの接地の目的は従来から

基本的には変わりません．しかし，近

年の通信のブロードバンドやIP化に伴

う通信装置や通信環境の変化により，

従来の接地構成法では対応が難しい場

合が生じてきています．

次に，IP化が進む通信インフラにお

ける接地の課題について解説します．

通信装置における接地に関する

課題

■IP系通信装置の大容量化に対す

る接地の課題

通信のIP化，大容量化により通信

装置に高い処理能力が要求されるよう

になった結果，電力容量も年々大きく

なっています． IPルータの消費電力の

状況について図１に示します．エッジ

ルータ，コアルータ共に新しい装置ほ

ど消費電力が増加しています．特に大

型のルータなどは消費電力が１架当り

10 kWを超える製品も出ています（2）．

このような消費電力の大きい通信装

置で，短絡や地絡が発生した場合，給

電線や接地線に今まで以上の大電流が

流れることになります（3）．その場合，

設備の保護のためヒューズやブレーカ

などによって給電電流を遮断する必要

がありますが，接地系が不適切な場

合，ヒューズやブレーカで大電流が遮

断できず，大電流による接地線の発

熱，溶断などの問題や，急激な電流変

化から生じる誘導によって周辺機器に

EMCの問題を発生させる可能性が考

えられます．

■通信装置の接地端子の接続方法

IP化に伴うネットワークインフラの

構築では，既存のレガシー系通信装置

とは異なりセンタビル内に多くの市販

のIP系装置が導入されます．それらの

進化する通信インフラに対応した接地技術

通信のブロードバンドやIP化に伴い，通信環境が大きく変わってきました．
接地技術については昔から検討されていますが，通信環境の変化に伴い新し
い接地に関する課題が出てきています．本稿では，センタビル内における接
地に関する課題について説明します．

ブロードバンド 接地 IP系通信装置

か と う じ ゅ ん †１ くらもと しょういち†2

加藤 潤　/倉本 昇一
こばやし りゅういち†１

小林 隆一

†１NTT環境エネルギー研究所
†２NTT東日本

エッジルータ（ER） 
コアルータ（CR） 
大容量コアルータ 
VoIPサーバ（参考） 

発売または発表 

図１　市販IP装置の消費電力の推移（１架） 
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表　接地の種類と目的

接地の種類 目的

基準電位の確保機能用接地

漏電などによる感電防止保安用接地

雷や過電圧が発生した場合雷・過電圧防護用接地
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装置の接地の表記が，NTTの通信セ

ンタビル内で使われている接地の表記

およびその意味と異なっている場合が

あります．

NTTのセンタビル内の通信装置に設

けてある接地端子は「Ｇ」（－48 Ｖ

の＋側線），「Ｅ」（電子機器のシグナ

ルアース用）および「FG」（感電を防

止する保安用アース）などがあります．

市販品の通信装置にも，「Ｅ」と記さ

れているものがありますが，それが保

安用アース端子である場合があり，

NTTの表記と異なるため，混乱を招

く場合や誤接続をしてしまう可能性が

あります．

そのため通信機器に用意されている

接地端子の意図が，メーカとNTTの

目的や考え方と合っているかを確認す

る必要があります．したがって，NTT

の接地に関する考え方を明確にすると

ともに，通信装置の接地の意図に合っ

た接続が可能となるように検討を進め

る必要があります．

センタビルにおける接地に

関する課題

■インタフェースＢに関する課題

センタビルへ雷サージが侵入した場

合，現実の接地線および大地には抵抗

があるため，通信装置と電力装置の接

地の接続が長い場合，その接地間に電

位差が発生する可能性があります．そ

れにより，相互に接続されている装置

間に過電圧が生じて，装置やケーブル

に故障を生じさせる場合があります．

アジリティの追求

図２　センタビルにおける従来の接地方式と統合接地方式 
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1980年代後半に，この電位差を解

決するために，統合接地方式と呼ばれ

る接地方式が導入されました．センタ

ビルにおける従来の接地方式と統合接

地方式を図２に示します．

統合接地方式では，インタフェース

Ａと呼ばれるセンタビルの統合接地極

で大地に接地されます．そこからビル

内には，接地母線と呼ばれる大径の導

線を大地に垂直に配線しています．各

階には，その階におけるすべての装置

の接地基準となる，インタフェースＢ

を設置します．

統合接地方式を導入することより，

接地システムの構成単位が明確となり，

雷害対策や保守の容易性の面で改善

されています（4）．またこの接地方式は，

NTTビルのセンタビル接地の標準と

なっています．

通常インタフェースＢに使用される

接地箱の規定端子数は８本で，追加

用の端子導帯を含めて23本となってい

ます．通常のインタフェースＢの接続

状態例を図３に示します．

この社内の標準を検討した当時はセ

ンタビル内に設置された装置の数もそ

れほど多くなく，ほとんどのセンタビル

では接地端子は充足していました．

しかし，通信環境の変化によって通

信装置数が増加し，１フロアに複数シ

ステムの交換機ユニットが導入される

ようになると，そのシステムおよび電

源装置などの接地線がインタフェース

Ｂに接続され，インタフェースＢ端子

数が不足する状態が生じてきています．

接地の端子数が不足した場合に，安易

に１つの端子に２つの接地線が端子を

重ねて接続することがあります．しか

し，端子を重ねてインタフェースＢに

接続することは，接地線の撤去や更改

等の工事を行う場合，重ねてある端子

をいったん外すなどの作業が必要にな

り，本来の工事と関係ない装置に対し

ても影響を与えるため問題であると考

えています．

また本年末からサービスが開始され

る NGN（ Next Generation Net-

work）に伴って，より多くの通信装置

が導入されるため，一層インタフェー

スＢの接地端子の不足が想定されま

す．したがって，新しい通信装置や設

備の導入に併せて，統合接地方式に

おけるインタフェースＢの考え方を整

理し，最適なフロア内の接地構成を構

築することがますます重要になってき

ています．

■避雷設備に関する規格変更

IPネットワークインフラを支えるEMC技術

NTT技術ジャーナル 2007.984

図３　通常のインタフェースＢの接続状態
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雷からの防護方法として有効な手段

である避雷針と避雷導線は，広義での

センタビルの接地となります．

国内では，「建築基準法」等によっ

て高さ20 ｍを超える建物について避雷

針の設置義務が定められており，また

国際標準としては，IEC TC81の中で

雷に対する防護が検討されています．

2000年以降，雷防護にかかわるさ

まざまな国際，国内規格が改定され，

その中に新たな雷防護の考え方が取り

入れられました．それに伴い国内法令

も改定され，NTTの通信ビルについて

も，雷防護規定を見直すことが必要と

なりました．

建設物の雷保護に関するNTT内の

規定については，通信ビル等を所有す

る各事業会社が持っている建物等設計

に関するテクニカルリクワイヤメント，

またNTTビルのセンタビル接地の社内

標準に，雷防護についての記載があり

ます．

新しい雷防護の国内規定では，建物

等の保護レベルなどの新しい考え方が

導入されており，NTTの通信ビルにつ

いても，国内法規への対応や国際規格

の導入等，雷保護の考え方を整理し

ていく必要があります．

接地の課題に対する今後の対応

■大消費電力の通信装置の接地線

に関する課題

大容量の電力を消費する通信装置

が地絡を起こした場合に接地線の切断

や接地線の周りのケーブルへ影響を与

えないようにするため，日本電気協会

の内線規程等を基に，NTT社内の接

地に関する専門メンバとともに検討を

行います（6）．

■NTTの接地に関する考え方を明

確化

市販の通信装置の導入に対応する

ため，NTTの接地に関する考え方を明

確にした，接地系のテクニカルリクワ

イヤメントをまとめることを検討してい

ます．このテクニカルリクワイヤメント

は公開してNTTの接地の考え方を共有

できるようにします．

■社内標準の整備

NTT環境エネルギー研究所では，IP

系装置の接地方法およびセンタビル接

地構成に関する実験およびシミュレー

ションを行い，接地に関する規定を定

める技術的検証を進めています．

現在は，センタビルのインタフェー

スＢ設置条件に関する実験を行い，セ

ンタビルのインタフェースＢの増設，接

地母線からの距離などの規定の技術的

検証を実施しています．また落雷時に

おける接地間電位差の問題や迷走電流

についての検討を実施する予定です．

これらの実験結果は，社内の標準や

テクニカルリクワイヤメントに反映させ

る予定です．
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NTT環境エネルギー研究所では，国際標
準など規格の改定に合わせて，必要とされ
る接地技術の開発，導入に取り組んでいき
ます．
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